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ヒアリング・審査会合における指摘事項

N 指摘事項 指摘時期No. 指摘事項 指摘時期

1 ニセコ・雷電火山群付近の地下構造等について，更に説明すること。
平成26年4月9日

審査会合

2 地震地体構造についての知見を確認すること。
平成26年4月9日

審査会合

岩内層の地質構造については，高度分布や層厚を調査し，各観察地点での個別評
平成26年6月16日

3 価だけでなく巨視的な評価を行うこと。さらに，その評価結果を泊発電所の評価に用
いることの妥当性を説明すること。

平成26年6月16日
ヒアリング
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検討方針

資料概要

○震源を特定せず策定する地震動のうち，岩手・宮城内陸地震について下記の検討を実施し，震源域
周辺と泊発電所周辺との差異について評価した。

検討方針

①ニセコ・雷電火山群について，以下の検討を実施した。
・火山地域における活断層の分布についてレビューした。
・ニセコ・雷電火山群の地形の再判読を行い，変動地形の有無について再確認した。セコ 雷電火山群の地形の再判読を行い，変動地形の有無について再確認した。
・ニセコ・雷電火山群の地質構造について取りまとめた。
・ニセコ・雷電火山群の北側に広く分布する岩内層について詳細に堆積構造を確認した。

②地震地体構造について 以下の検討を実施した②地震地体構造について，以下の検討を実施した。
・地震地体構造についての知見をレビューし，その変遷について取りまとめた。
・垣見ほか（2003）の東北日本弧内帯における断層，ひずみ集中帯，地震波速度，被害地震震
源の分布について検討し，岩手・宮城内陸地震震源域周辺と泊発電所周辺の地域差について源の分布について検討し，岩手 宮城内陸地震震源域周辺と泊発電所周辺の地域差について
取りまとめた。
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余白余白
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１ ニセコ 雷電火山群の地形 地質構造１． ニセコ・雷電火山群の地形・地質構造
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本章の検討概要

１．１ 火山地域における活断層の分布

本章の検討概要

○岩手・宮城内陸地震が火山地域で発生した地震であることから，文献より，火山地域に分布する国内の活断層をレ
ビューした。

○このうち，逆断層，正断層及び横ずれ断層について，以下の観点から，代表的なものを次頁以降に記載した。○このうち，逆断層，正断層及び横ずれ断層について，以下の観点から，代表的なものを次頁以降に記載した。
【逆断層】・・・・・・・垣見ほか（2003）における地震地体構造区分8C（東北日本弧内帯）に位置するもの
【正断層】・・・・・・・大規模な火山活動が至近に発生しているもの
【横ずれ断層】 ・・・布田川（ふたがわ）断層帯

域

断層名 火 山 地 形 基 盤 長 さ 形 態

雫石盆地西縁断層帯 岩手山 火山麓扇状地 溶 岩 約17km 逆断層

火山地域における代表的な活断層 次頁以降でレビューする活断層

雫石盆地西縁断層帯 岩手山 火山麓扇状地 溶 岩 約17km 逆断層

小滝断層帯
（こたき）

鳥海山 火山麓扇状地 第四紀火砕岩類 約12km 逆断層

庄内平野東縁断層帯 鳥海山 火山麓扇状地 溶 岩 約38km 逆断層庄内平野東縁断層帯 鳥海山 火山麓扇状地 溶 岩 約 逆断層

富士川河口断層帯 富士山 火山泥流堆積面
泥流堆積物及び

一部溶岩
約26km以上 逆断層

別府－万年山断層帯
（ ぷ はねやま）

鶴見岳・伽藍岳・
由布岳

火山麓扇状地 溶 岩 約180km 正断層
（べっぷーはねやま） 由布岳

火山麓扇状地 溶 岩 約180km 正断層

雲仙断層群 雲仙岳 火山麓扇状地 溶 岩 106km程度以上 正断層

布田川断層帯
（ふたがわ）

先阿蘇山 火砕流台地 溶 岩 約64km以上 横ずれ

鬼門平断層帯
（きもんだいら）

開聞岳 火山斜面 溶 岩 約11km 正断層

※「断層名」，「地形」，「基盤」，「長さ」及び「形態」については，地震調査研究推進本部主要活断層帯の長期評価，産業技術総合研究所活断層データベース及び
活断層研究会編（1991）等から引用。
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雫石盆地西縁断層帯

１．１ 火山地域における活断層の分布

雫石盆地西縁断層帯

○地震調査研究推進本部によれば，雫石盆地西縁断層帯は，雫石盆地西縁に分布する北北東－南南西方向の断層帯であり，長さ約
17km，西側が相対的に隆起する逆断層であるとされている。

○岩手山は，雫石盆地西縁断層帯の北部付近に位置しており，日本の火山データベースによれば，玄武岩～安山岩からなる大型の火山
であり，最新噴火は1919年とされている。

○土井ほか（1998）によれば，雫石盆地西縁断層帯は，北端部が岩手山の火山麓扇状地に位置し，基盤岩は溶岩であるとされている。
○活断層研究会編（1991）によれば，雫石盆地西縁断層帯北部の晴山沢断層は火山山麓面に変位を及ぼし，100m以上の断層崖が認

められるとされている。

岩手山
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1001

1010

右図拡大範囲

晴山沢断層晴山沢断層
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雫石盆地西縁断層帯

0 10km0 50km 0 10km

雫石盆地西縁断層帯位置図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

雫石盆地西縁断層帯周辺地質図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

雫石盆地西縁断層帯周辺色別標高図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）



99

雫石盆地西縁断層帯

１．１ 火山地域における活断層の分布

雫石盆地西縁断層帯

地質図ー凡例（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆） 色別標高図ー凡例
（産業技術総合研究所 地質図Navi）
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庄内平野東縁断層帯

１．１ 火山地域における活断層の分布

庄内平野東縁断層帯

○地震調査研究推進本部によれば，庄内平野東縁断層帯は，庄内平野と出羽丘陵の境界部に分布するほぼ南北方向に延びる断層帯で
あり，長さ約38km，東側が相対的に隆起する逆断層であるとされている。

○鳥海山は，庄内平野東縁断層帯の北部付近に位置しており，日本の火山データベースによれば，安山岩からなる大型の複成火山であり，
最新噴火は1974年とされている。

○鈴木（1990）によれば，庄内平野東縁断層帯は，北端部が鳥海山の火山麓扇状地に位置し，また，活断層研究会編（1991）によれば，
基盤岩は溶岩であるとされている。

○活断層研究会編（1991）によれば，庄内平野東縁断層帯の北端部は，火山山麓扇状地に変位を及ぼし，2～10mの逆向き低断層崖が
認められるとされている認められるとされている。

鳥海山
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庄内平野東縁断層帯位置図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

庄内平野東縁断層帯周辺地質図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

庄内平野東縁断層帯周辺色別標高図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）
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庄内平野東縁断層帯

１．１ 火山地域における活断層の分布

庄内平野東縁断層帯

地質図ー凡例（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆） 色別標高図ー凡例
（産業技術総合研究所 地質図Navi）
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雲仙断層群

１．１ 火山地域における活断層の分布

雲仙断層群

○地震調査研究推進本部によれば，雲仙断層群は，島原湾から島原半島を経て橘湾にかけてほぼ東西に分布する断層群であり，断層の走向や変位の向きから「雲
仙断層群北部：長さ30km程度以上」，「雲仙断層群南東部：長さ23km程度以上」及び「雲仙断層群南西部：長さ53km程度以上」の3つに区分される正断層である
とされている。

○雲仙岳は，雲仙断層群が分布する，島原半島のほぼ中央に位置しており，日本の火山データベースによれば，安山岩及びデイサイトからなる複成火山であり，最新
噴火は 99 年とされ る噴火は1995年とされている。

○活断層研究会編（1991）によれば，雲仙断層群は，中央部が雲仙岳の火山麓扇状地に位置し，基盤岩は溶岩であるとされている。
○活断層研究会編（1991）によれば，雲仙断層群北部の千々石（ちぢわ）断層は火山麓扇状地に変位を及ぼし，150mの断層崖が認められるとされている。

右図拡大範囲右図拡大範囲

千々石断層

千々石断層
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雲仙断層群
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905雲仙断層群位置図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

雲仙岳

千々石断層
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島
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湾
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0 10km 雲仙断層群周辺地質図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

雲仙断層群周辺色別標高図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

雲仙断層群周辺地形面分類図
（活断層研究会編，1991に加筆）
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雲仙断層群

１．１ 火山地域における活断層の分布

雲仙断層群

地質図ー凡例（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆） 色別標高図ー凡例
（産業技術総合研究所 地質図Navi）
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布田川断層帯

１．１ 火山地域における活断層の分布

布田川断層帯

○地震調査研究推進本部によれば，布田川断層帯は，阿蘇外輪山の西側斜面から宇土（うと）半島の先端に至る，東北東－西南西方向の断層帯であり，断層線の分
布等から，「布田川区間：長さ約19km」，「宇土区間：長さ約20kmの可能性」及び「宇土半島北岸区間：長さ約27km以上の可能性」の3つに区分されるとされている。

○このうち，「宇土区間」の一部と「宇土半島北岸区間」は，従来認定されておらず，「布田川区間」及び「宇土区間」東部の西方延長部において，新たに推定されたもので
あるとされている。さ 。

○「布田川区間」は，南東側が相対的に隆起する上下成分を伴う右横ずれ断層であるとされている。
○先阿蘇山は，布田川断層帯の東部付近に位置しており，日本の火山データベースによれば，安山岩，デイサイト等からなる複成火山であり，活動年代は，80～40万年

前とされている。
○活断層研究会編（1991）によれば，布田川帯は，北東端部が先阿蘇山の火砕流台地に位置し，また，渡辺（1972）によれば，基盤岩は溶岩であるとされている。
○活断層研究会編（1991）によれば，布田川断層帯北東部の北向山（きたむきやま）断層は，先阿蘇山に変位を及ぼし，先阿蘇山には100m以上の断層崖が認められる

とされている

右図拡大範囲

とされている。
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0 10km 0 10km0 50km

布田川断層帯位置図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

布田川断層帯周辺地質図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）

布田川断層帯周辺色別標高図
（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆）
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布田川断層帯

１．１ 火山地域における活断層の分布

布田川断層帯

地質図ー凡例（産業技術総合研究所 地質図Naviに加筆） 色別標高図ー凡例
（産業技術総合研究所 地質図Navi）
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まとめ（火山地域における活断層の分布）

１．１ 火山地域における活断層の分布

まとめ（火山地域における活断層の分布）

○岩手・宮城内陸地震が火山地域で発生した地震であることから，文献より，火山地域に分布が示され
ている国内の活断層をレビューした。

○それぞれの火山地域に位置する断層の事例では，活断層による継続的な変動があれば，火山体や火
山麓扇状地等の地形に明瞭な痕跡が認められている。

○岩手・宮城内陸地震震源域周辺は，鈴木ほか（2008），田力ほか（2009）によれば，断層活動の累
積性が確認され，詳細な調査・解析により，活断層の存在が推定できるとされている。
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（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について

１．１ 火山地域における活断層の分布

部修正(4/9審査会合資料)

○岩手・宮城内陸地震は，2008年6月14日に岩手県内陸南部の奥羽山地東縁で発生した地震で，震央の深さ8km，
規模はMw6.9，最大震度6強とされている。

○この地震は 西北西 東南東方向に圧力軸を持つ西側隆起の逆断層により発生したとされる

（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について 一部修正(4/9審査会合資料)

○この地震は，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ西側隆起の逆断層により発生したとされる。

岩手・宮城内陸地震メカニズム解岩手・宮城内陸地震の震央分布図 岩手 宮城内陸地震メカニズム解
（気象庁,2008）

岩手 宮城内陸地震の震央分布図
（気象庁,2008）

岩手・宮城内陸地震の位置及び震度分布
（USGS，2008） 地殻変動から推定された断層モデル

（国土地理院，2008）
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（参考）2008年岩手・宮城内陸地震の断層モデルについて

１．１ 火山地域における活断層の分布

部修正(4/9審査会合資料)

○国土地理院(2009)では，地殻変動データから震源断層モデルを推定しており，緊急観測グループによる余震観測と
DDトモグラフィによって決定された震源分布と整合するとしている。

○断層モデルは2分割で 幅約12 5㎞ 長さはそれぞれ約20㎞ 25㎞となっており 全体で長さ約45km

（参考）2008年岩手・宮城内陸地震の断層モデルについて 一部修正(4/9審査会合資料)

○断層モデルは2分割で，幅約12.5㎞ ，長さはそれぞれ約20㎞，25㎞となっており，全体で長さ約45km，
幅約12.5kmの震源断層モデルとなる。

岩手・宮城内陸地震 震源断層モデルと余震分布の位置関係
（国土地理院，2009）

岩手・宮城内陸地震 断層面上のすべり分布
（国土地理院，2009）
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（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について

１．１ 火山地域における活断層の分布

部修正(2/20審査会合資料)

【第四紀の活動性について】
○鈴木ほか（2008）では，枛木立地点のトレンチ調査において，5千年前以降，

複数回の活動を確認したとしている。また，同地点では，短いながらも明瞭な

（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について 一部修正(2/20審査会合資料)

断層変位地形が空中写真判読で認められるとしている。
○田力ほか（2009）では，胆沢川，磐井川，三迫川の河成段丘面において，河

成段丘の変化帯が存在し，変化帯が岩手・宮城内陸地震の震源断層の活動
に関連しているとしている。また，震源断層付近で求められる垂直変位速度
（0 5mm/yr）は，池田ほか編（2002）の北方の北上低地西縁断層帯の垂直変

胆沢川

（0.5mm/yr）は，池田ほか編（2002）の北方の北上低地西縁断層帯の垂直変
位速度にほぼ等しいとしている。

枛木立

磐井川
胆沢川

三迫川

磐井川

三迫川

余震域

三迫川

余震域

震源域周辺の広域地質図 社団法人東北建設協会監修（2006） に加筆

※地質年代
PG4：漸新世～前期中新世，N1：前期中新世～中期中新世，N2中期中新世～後期中新世
N3：後期中新世～鮮新世，Q：更新世，H：完新世

震源域の河床及び段丘面縦断図と比高 田力ほか(2009)に加筆
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（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について

１．１ 火山地域における活断層の分布

部修正(2/20審査会合資料)

標高差分図

（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について 一部修正(2/20審査会合資料)

↑
岡

沈降
隆起

岡
山

隆起

沈降

地震前後の標高差分図における隆起域と河成段丘から
みた隆起域が対応。

過去にも岩手・宮城内陸地震と類似した地震が繰り返し
起こっていた可能性がある。

磐井川沿いの河成段丘縦断と標高差分量縦断 （震基11-2-2に加筆）
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（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について

１．１ 火山地域における活断層の分布

部修正(2/20審査会合資料)

【岩手・宮城内陸地震についてのまとめ】
○岩手・宮城内陸地震は，岩手県内陸南部の奥羽山地東縁で

発生した地震で西北西－東南東方向に圧力軸をもつ西側隆

（参考）2008年岩手・宮城内陸地震について 一部修正(2/20審査会合資料)

発生した地震で西北西 東南東方向に圧力軸をもつ西側隆
起の逆断層により発生したとされる。

○東北日本弧の第四紀テクトニクスは，東西圧縮応力による逆
断層の活動に特徴づけられる。

○震源域周辺では，新第三系の地層に大局的にN-S方向の波
長の短い褶曲構造が認められるが 古いカルデラの存在によ

胆沢川

新第三系の地層に認めら
れる褶曲構造。

長の短い褶曲構造が認められるが，古いカルデラの存在によ
り，その連続性が不明瞭である。

○震源域周辺では，変位基準となる河成段丘面等の発達が悪
く，第四系の地層が分布する範囲は，わずかに限られること
から，活断層の分布や連続性が把握しにくい。 枛木立

磐井川

段丘面の高度分布に認め
られる変位及び変形

○一方，岩手・宮城内陸地震後に実施したトレンチ調査，地形
学的調査において，震源付近の活断層の累積的な活動が確
認されている。

三迫川
地すべり地形が発達

○震源域周辺は，古いカルデラの存在，基準地形の分布状況
等から，活断層の認定が難しい地域であると判断される。

○ただし，岩手・宮城内陸地震後に実施した調査からは，断層
活動の累積性が確認され，詳細な調査・解析により，活断層
の存在が推定できるとされているの存在が推定できるとされている。

震源域周辺の広域地質図 社団法人東北建設協会監修（2006） に加筆

※地質年代
PG4：漸新世～前期中新世，N1：前期中新世～中期中新世，N2中期中新世～後期中新世
N3：後期中新世～鮮新世，Q：更新世，H：完新世
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１．２ ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

ニセコ・雷電火山群の地形判読結果ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

○DEMデータより実体視用の画像を作成し，空中写真と併せて，詳細な地形判読を行った。
○ニセコ・雷電火山群の各山頂付近から火山斜面にかけて，それぞれの火山噴出物（主に溶岩）の分布が明瞭に確認できる。
○また，①目国内(めくんない)岳と白樺山，②シャクナゲ岳とチセヌプリ，それぞれの火山噴出物（溶岩）の境界で，急斜面が認められるが，

山麓に 連続山麓にかけて連続しない。
○以上のことから，詳細地形判読結果によれば，活構造を示唆する変動地形は認められない。

次々頁範囲

①目国内岳と白樺山の火山
噴出物の境界で急斜面が
認められる。

②シャクナゲ岳とチセヌプリの
火山噴出物の境界で急斜

ニセコ火山地形分類

面が認められる。



2323
１．２ ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

ニセコ・雷電火山群の地形判読結果ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

ニセコ火山地形分類ー凡例
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１．２ ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

ニセコ・雷電火山群の地形判読結果ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

○ニセコ火山北麓の火山麓扇状地には活構造を示唆する傾斜変換線や鞍部，逆向き崖等は認められない。
○田力ほか（2009）によれば，岩手・宮城内陸地震の震源断層の活動に関連した，胆沢川，磐井川，三迫川の河成段丘面の変化帯が存

在しているとしているが，宿内川（そこないがわ）においては，河成段丘面の変化帯は認められない。
○また，宿内川において，VH2面とLf2面の分布を確認した結果，比高はほぼ一定であり，累積性は認められない。

VH2
Lf2 

ニセコ火山地形分類図（北部） 宿内川河床及び段丘面縦断図宿内川河床及 段 面縦断図
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１．２ ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

ニセコ・雷電火山群の地形判読結果ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

地形層序表
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１．２ ニセコ・雷電火山群の地形判読結果

（参考）田力ほか（2009）（参考）田力ほか（2009）

胆沢川
○胆沢川における，L1面とM1面との比高は，13～77mで，上流に向

かって増加する傾向をもつ。
○磐井川における，L1面とM1面との比高は，20～71mで，上流に向○磐井川における，L1面とM1面との比高は，20 71mで，上流に向

かって増加する傾向をもつ。
○三迫川における，L1面とM1面との比高は，20～60mで，上流に向

かって緩やかに増加する傾向をもつ。

磐井川

三迫川

岩手・宮城内陸地震震源域の河床及び段丘面縦断図と比高 田力ほか(2009)に加筆
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余白余白
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ニセコ・雷電火山群の地質構造

１．３ ニセコ・雷電火山群の地質構造

○NEDO（1987）のニセコ火山地質図に地表地質踏査結果を反映した火山地質図を作成した。
○確認された走向・傾斜には，活構造を示唆するような系統性や褶曲は認められない。

ニセコ・雷電火山群の地質構造

シャクナゲ岳

岩内砂層

岩内岳噴出物

扇状地堆積物

シャクナゲ岳
噴出物

扇状地堆積物

雷電岬火山角礫岩層

雷電山噴出物

岩内岳噴出物

シャクナゲ岳
噴出物

白樺山
噴出物

ワイスホルン
噴出物

真狩別層

目国内岳噴出物

ニセコアンヌプリ噴出物

イワオヌプリ
噴出物

チセヌプリ
噴出物

噴出物

真狩別層

ニトヌプリ
噴出物

扇状地堆積物

扇状地堆積物

真狩別層
扇状地堆積物

ニセコ火山地質図（NEDO，1987に加筆修正）



2929
１．３ ニセコ・雷電火山群の地質構造

ニセコ・雷電火山群の地質構造ニセコ 雷電火山群の地質構造

ニセコ火山地質図凡例（NEDO,1987に加筆修正）
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岩内層の分布

１．４ 岩内層の地質構造

部修正(4/9審査会合資料)岩内層の分布

○岩内層は，ニセコ・雷電火山群の北側に位置する岩内平野に広く分布し，基盤をほぼ水平に不整合で覆う第四系の砂・礫層である。
○岩内層の砂層は，葉理が発達しており，堆積構造を把握することが可能である。

一部修正(4/9審査会合資料)

①敷地内の岩内層露頭写真（堆積構造が把握可能）
①泊発電所

②岩内平野

岩手・宮城内陸
地震断層モデル
約45×12 5㎞

②岩内層露頭写真（堆積構造が把握可能）

露頭写真位置図

約45×12.5㎞

： 岩内層
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岩内層の確認位置・分布標高

１．４ 岩内層の地質構造

岩内層の確認位置・分布標高

○岩内層の上面標高の最大値は，敷地内で約50m，敷地近傍で約50mを確認しており，大きな差は認められない。
○岩内層中には広く分布する鍵層が確認されないものの，堆積構造を詳細に確認するため，下図に示す露頭において，岩内層の走向・傾

斜を実測した 。

敷地内
上面標高約50m

上面標高約15～25m

発足層

凡 例

2

8

6

7

1

4
3

5

A’

A

上面標高約50m
岩内層

露頭写真位置

断面位置

6
9

12

14
13

10 11

上面標高約50m

上面標高約20～30m上面標高約20 30m

岩内層の露頭写真位置
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岩内層の地質構造（総括）

１．４ 岩内層の地質構造

部修正(4/9審査会合資料)

○岩内層の確認した傾斜はほぼ水平であり，地質構造に系統性や褶曲を示唆するようなものは認められない。

岩内層の地質構造（総括） 一部修正(4/9審査会合資料)

岩内層の走向・傾斜

地点名 走向・傾斜

敷地内 N29°W/1°E
発足層

凡 例

敷地内 N29 W/1 E

リヤムナイ(Loc.12) N4°E/2°E

西ヤチナイ（Loc.3) N70°E/4°W

幌似1 ほぼ水平

岩内層

岩内層確認位置

2 走向・傾斜

走向 傾斜（水平）

幌似2 N4°E/3°E

発電所敷地内
前頁写真①

4

リヤムナイ

西ヤチナイ

幌似1

走向・傾斜（水平）

1

2

3

リヤムナイ
前頁写真②

幌似2

岩内層の確認位置

西ヤチナイ露頭写真

露頭全体
露頭状況
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１．４ 岩内層の地質構造

岩内層の地質構造（露頭写真）

Loc.1

岩内層の地質構造（露頭写真）

① ①②

○葉理が発達する砂層 ○平行な葉理の走向傾斜は水平（①），N70°W/2°E（②）

Loc.2

○凝灰岩礫を主体とした礫層及び砂層 ○砂層の構造は不明瞭であるが，礫層の基底の走向傾斜はEW/2°S
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１．４ 岩内層の地質構造

岩内層の地質構造（露頭写真）岩内層の地質構造（露頭写真）

Loc.3

○葉理が発達する砂層 ○礫層を挟在する ○平行な葉理の走向傾斜はN70°E/4°W

Loc 4 Loc 5Loc.4 Loc.5

○葉理が発達する砂層 ○礫層を挟在する
○下部の平行な葉理の走向傾斜は水平

○葉理が発達する砂層
○平行な葉理の走向傾斜はN20°W/2°E
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岩内層の地質構造（露頭写真）

１．４ 岩内層の地質構造

岩内層の地質構造（露頭写真）

Loc.6 Loc.7

○葉理が発達する砂層 ○凝灰岩礫を主体とした礫層及び砂層○葉理が発達する砂層
○平行な葉理の走向傾斜は水平

○凝灰岩礫を主体とした礫層及び砂層
○砂層の葉理は不明瞭

Loc.8 Loc.9

○葉理が発達する砂層 ○貝化石及び円礫を含む
○平行な葉理の走向傾斜はN20°E/1°E

○葉理が発達する砂層 ○シルトの薄層を挟在する
○シルト層上面の走向傾斜は水平
○上位の砂層はN20°W/2°E
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岩内層の地質構造（露頭写真）

１．４ 岩内層の地質構造

Loc.10

岩内層の地質構造（露頭写真）

○葉理が発達する砂層 ○平行な葉理の走向傾斜はEW/2°N

Loc.11

○葉理が発達する砂層 ○平行な葉理の走向傾斜は水平
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岩内層の地質構造（露頭写真）

１．４ 岩内層の地質構造

Loc.12

岩内層の地質構造（露頭写真）

○葉理が発達する砂層 ○平行な葉理の走向傾斜はN4°E/2°E

Loc.13

ＡＡ

○葉理が不明瞭な砂層 ○シルト層を挟存する ○挟在するシルト層の走向傾斜は水平

Ａ部接写
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岩内層の地質構造（露頭写真）

１．４ 岩内層の地質構造

Loc.14

岩内層の地質構造（露頭写真）

Ａ 砂層ユニット境界

○葉理が発達する砂層 ○平行な葉理の走向傾斜はN40°W/2°N

Ａ部接写

○砂層ユニット境界の走向傾斜はN40°W/4°W
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岩内層の走向傾斜

１．４ 岩内層の地質構造

岩内層の走向傾斜

○岩内層は，斜交葉理等の堆積構造も認められるが，平行な葉理ではほぼ水平な堆積構造を示し，活構造を示唆するような系統性や
褶曲等は認められない。

地 点 層 相 走向傾斜

Loc.1 葉理が発達する砂層 水平･N70°W/2°E 葉 理

Loc.2 凝灰岩礫を主体とした礫層及び砂層 EW/2°S 礫層基底

Loc.3 葉理が発達する砂層，礫層を挟在する N70°E/4°W 葉 理

Loc.4 葉理が発達する砂層，礫層を挟在する 水 平 葉 理

Loc.5 葉理が発達する砂層（斜交葉理あり） N20°W/2°E 葉 理

Loc 6 葉理が発達する砂層 水 平 葉 理Loc.6 葉理が発達する砂層 水 平 葉 理

Loc.7
凝灰岩礫を主体とした礫層及び砂層

砂層の葉理は不明瞭
不明瞭

Loc.8 葉理が発達する砂層（貝化石，円礫を含む） N20°E/１°E 葉 理

シルト上面 水平
Loc.9 葉理が発達する砂層，シルトの薄層を挟在する

シルト上面：水平
砂層：N20°W/2°E

Loc.10 葉理が発達する砂層 EW/2°N 葉 理

Loc.11 葉理が発達する砂層 水 平 葉 理

Loc.12 葉理が発達する砂層 N4°E/2°E 葉 理

Loc.13 葉理が不明瞭な砂層，シルト層を挟存する 水 平 シルト層

Loc.14 葉理が発達する砂層
砂層：N40°W/2°N

砂層ユニット境界：N40°W/4°W

敷地内 円礫層を挟在する砂層 N29°W/1°E 砂 層
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岩内層の地質構造（露頭写真）

１．４ 岩内層の地質構造

Loc 2

岩内層の地質構造（露頭写真）

○Loc.2，3，7では凝灰岩礫を主体とした礫層及び砂層が確認され，それらの基底の標高はほぼ19m程度である。

Loc.2

○凝灰岩礫を主体と
した礫層及び砂層

A A’

Ａ

○葉理の発達が不明
瞭な砂層の上位に，
砂礫層が分布
砂礫層基底 走向○砂礫層基底の走向
傾斜はEW/2°S

A-A’断面図

Ａ部接写
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岩内層の地質構造（露頭写真）

１．４ 岩内層の地質構造

Loc.7Loc.3

岩内層の地質構造（露頭写真）

○凝灰岩を主体
とした礫層及
び砂層

○葉理が発達す
る砂層

○礫層を挟存す
る

Ａ Ａ

る

○砂層の葉理は
不明瞭

○凝灰岩礫を含
む礫層

Ａ部接写
Ａ部接写
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１．５ １章のまとめ

○岩手・宮城内陸地震が火山地域で発生した地震であることから，文献より，火山地域に分布が示されている国内の
活断層をレビューした。

○それぞれの火山地域に位置する断層の事例では，火山体や火山麓扇状地等の地形に明瞭な痕跡が認められている。

○火山地域であっても，活断層による継続的な変動があれば，火山体や火山麓扇状地等の地形に明瞭な痕跡が認め
られるものと考えられる。

○ニセコ・雷電火山群の詳細な地形判読を行った結果，火山噴出物（溶岩）の境界で，一部急斜面が認められるが，活構造を示唆する変動
地形は認められない。

○NEDO（1987）のニセコ火山地質図に地表地質踏査結果を反映した火山地質図を作成し 火山周辺の地層を確認した結果 活構造を示○NEDO（1987）のニセコ火山地質図に地表地質踏査結果を反映した火山地質図を作成し，火山周辺の地層を確認した結果，活構造を示
唆するような系統性や褶曲は認められない。

○岩内層について，詳細に堆積構造の確認を行った結果，斜交葉理等の堆積構造が認められるが，平行な葉理ではほぼ水平な堆積構造
を示し，活構造を示唆するような系統性や褶曲等は認められない。

○ニセコ・雷電火山群においては，詳細地形判読や地質踏査の結果から，活構造を示唆するような変動地形は認められない。
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２ 敷地の地震地体構造区分について２． 敷地の地震地体構造区分について
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検討概要

２．１ 地震地体構造区分の変遷

検討概要

○萩原編（1991）によると，地震地体構造区分とは，特定の地域について，地震の起こり方に共通性のある地域ごと
に地体構造を区分すること，とされている。

○地体構造は 以下の観点に基づいて区分される○地体構造は，以下の観点に基づいて区分される。
・地形・地質学的特徴
・地球物理学的特徴

○以下に示す代表的な地震地体構造に関する文献について，レビューを行い，その変遷について取りまとめた。

文 献 図の種類 構造区分の要素 特 徴

地震活動の地域性を地体構造の進化の成熟度で分類し 地震地体構造区

地震地体構造区分に関する代表的な文献

宮村（1962） 地震地体構造区分図 地体構造
地震活動の地域性を地体構造の進化の成熟度で分類し，地震地体構造区
分図を作成

Omote et al.（1980） 地震地体構造区分図 文献未記載のため不明
各地体構造区に発生する地震のマグニチュードに上限があるとし，原
子力発電施設で考慮すべき限界地震S2の最大マグニチュードを提示

活断層研究会編（1980）
活断 究会編（ ）

活断層区分図 活断層
活断層の密度，長さ，走向，断層型，水平最大圧力方位等に基づいて，
活断 分図 作成活断層研究会編（1991）

活断層区分図 活断層
活断層区分図を作成

垣見（1983） 地震地体構造区分図 活断層
（活断層研究会編（1980）のデータを使用）

活断層区と歴史地震の密度を比較し，地震地体構造区分図を作成

松田（1990） 地震地体構造区分図 活断層
（活断層研究会編（1980）のデータを使用）

起震断層から発生しうる最大マグニチュードMLと歴史地震の最大マグニチュー
ドMhを比較し，その地体構造区で期待される最大期待地震規模Mmaxを提示

Kinugasa（1990） 地震地体構造区分図
活断層
（地質調査所（1982～1987）及び日本第四紀

学会（1987）のデータを使用）

活断層の長さ，変位のセンス，活動度などが類似している地域を地震地体構
造区として区分

萩原編（1991） 地震地体構造区分図
歴史地震・活断層・第四紀テクトニ
クス・重力異常・震源メカニズム・
キ リ 点深度等

過去の地震地体構造研究から，それぞれの地形・地質学的，地球物理
学的な共通の特徴を抽出し，地震地体構造区分図を作成

キュリー点深度等
学的な共通の特徴を抽出し，地震地体構造区分図を作成

垣見ほか（2003） 地震地体構造区分図
過去の知見を比較・参照したうえで，
垣見ほか（1994）の区分図を改定

過去の知見を比較・参照したうえで，垣見ほか（1994）の区分図を改定し，
新たな地震地体構造区分図を作成
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宮村（1962）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

宮村（1962）による地震地体構造区分

○宮村（1962）は，日本で最初に地震地体構造区分を行っ
た知見である。

○日本は発達段階の異なる島弧の集まりであるとし，地震
活動の地域性を地体構造の進化の成熟度で分類し，地
震地体構造区分図を作成している。

泊発電所

○岩手・宮城内陸地震震源域は「第三紀島弧地震帯（4）」，
泊発電所周辺は「新しい島弧地震帯（1）」に区分されて
いる。

岩手宮城
内陸地震震源域

宮村 （1962）による地震地体構造区分図（一部加筆）
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Omote et al （1980）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

Omote et al.（1980）による地震地体構造区分

○Omote et al.（1980）では，原子力発電施設に関して，考
慮すべき限界地震S2の最大マグニチュードを示している。

泊発電所 ○地体構造と歴史地震のデータに基づいて，各地体構造区
に発生する地震のマグニチュードに上限があるとしている。

○岩手 宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は 地体構

岩手宮城
内陸地震震源域

○岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は，地体構
造区の境界が確定できない部分であるが，別の区分とさ
れ，S2の最大マグニチュードは同一の7 3/4とされている。

数字 ： 各区の限界地震S2の最大マグニチュード

Omote et al.（1980）による地震地体構造区分図（一部加筆）

数字 ： 各区の限界地震S2の最大マグニチュード
破線 ： 地体構造区の境界が確定できない部分
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活断層研究会編（1991）による活断層区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

○活断層の分布には明らかな地域性が認められることから，活断層の密度，長さ，走向，断層型，水平最大圧力
方位等に基づいて，活断層区を作成している。

活断層研究会編（1991）による活断層区分

○岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は，同一の「東北日本内帯陸上（Ⅱb）」に区分されている。

各活断層区の特徴（活断層研究会編，1991に一部加筆）

泊発電所

岩手宮城

活断層研究会編（1991）による活断層区分図（一部加筆）

岩手宮城
内陸地震震源域
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垣見（1983）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

○活断層区（活断層研究会編（1980）による活断層区とほぼ同様）と，歴史地震の密度との比較を行い，地震地体構
造区分図を作成している。

垣見（1983）による地震地体構造区分

○岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は，同一の「東北日本内帯陸部（Ⅱb）」に区分され，被害地震と活断層
の密度とが調和的な地域とされている。

各活断層区の特徴（垣見，1983に一部加筆）

泊発電所

岩手宮城
内陸地震震源域

垣見（1983）による地震地体構造区分図（一部加筆）
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松田（1990）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

○活断層研究会編（1980）の活断層データから，地体構造区分を行っている。
○起震断層から発生しうる最大マグニチュードMLと歴史地震の最大マグニチュードMhを比較し，その地体構造区で期待

される最大期待地震規模M を示している

松田（1990）による地震地体構造区分

される最大期待地震規模Mmaxを示している。
○岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は，同一の「東北日本内帯主部（F）」に区分され，最大期待地震規模

Mmax=7 1/2とされている。

各地震地体構造区の特徴（松田 1990に 部加筆）各地震地体構造区の特徴（松田，1990に一部加筆）

泊発電所

岩手宮城
内陸地震震源域内陸地震震源域

松田（1990）による地震地体構造区分図（一部加筆）

枠 ： 国土地理院の20万分の1図幅に対応
円内の数字 ： 特定断層
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Kinugasa（1990）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

○地質調査所（1982～1987）及び日本第
四紀学会（1987）の活断層から地体構造

Kinugasa（1990）による地震地体構造区分

四紀学会（1987）の活断層から地体構造
区分を行っている。

○活断層の長さ，変位のセンス（正・逆・横ずれ
断層型） 活動度（平均変位速度）などが類似

泊発電所

断層型），活動度（平均変位速度）などが類似
している地域を，地震地体構造区として区分
している。

○岩手・宮城内陸地震震源域は「10」 泊発電○岩手 宮城内陸地震震源域は 10」，泊発電
所周辺は「7」に区分されている。

岩手宮城
内陸地震震源域内陸地震震源域

1～26 ： 活断層の性状に基づく地震地体構造区
A～Z ： 地震地体構造区の境界

※凡例は萩原編（1991）より

Kinugasa（1990）による地震地体構造区分図（一部加筆）
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萩原編（1991）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

○萩原編（1991）では，過去の地震地体構造の知見から，
それぞれの地形・地質学的，地球物理学的な共通の特

萩原編（1991）による地震地体構造区分

泊発電所
徴を抽出し，地震地体構造区分図を作成している。

○各地体区分の歴史地震，活断層，最大マグニチュード及
び地球物理学的諸量の特徴を述べた過去の知見の総
括的な地震地体構造区分図である。

○岩手・宮城内陸地震震源域は「E2」，泊発電所周辺は
「E1」に区分されている。

岩手宮城
内陸地震震源域

萩原編（1991）による地震地体構造区分図（一部加筆）
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萩原編（1991）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

萩原編（1991）による地震地体構造区分

各地震地体構造区の特徴（萩原編，1991に一部加筆）
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垣見ほか（2003）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

垣見ほか（2003）による地震地体構造区分

日本列島と周辺海域の

地震地体構造区分図

○垣見ほか（2003）は，過去の知見を比較・参照したうえで，
垣見ほか（1994）の区分図を改定し，以下の目的で，新

地震地体構造 分図 作成し構造区の境界

構造区の細分境界

特定断層

ゴシック体数字は構造区番号

明朝体数字は最大期待地震規模を示す。

50 0   50  100  150  200km

泊発電所

たな地震地体構造区分図を作成している。
①日本列島の各地域に予想すべき最大地震の規模を

示す。
②地震活動が共通とみなせる地域を，種々の地学的根

拠に基づ て区分する

岩手宮城
内陸地震震源域

拠に基づいて区分する。

○各地体構造区について，地形・地質の特徴，活断層の特
徴，歴史地震，最大期待地震規模Mmax及び特定断層（例
外的に長 断層長をも も ）を示して る外的に長い断層長をもつもの）を示している。

○岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は，東北日
本弧のうち「東北日本弧内帯（8C）」に区分され，Mmax=7
1/2とされている1/2とされている。

垣見ほか（2003）による地震地体構造区分図（一部加筆）
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垣見ほか（2003）による地震地体構造区分

２．１ 地震地体構造区分の変遷

垣見ほか（2003）による地震地体構造区分

各地震地体構造区の特徴（垣見ほか，2003に一部加筆）
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まとめ（地震地体構造区分の変遷）

２．１ 地震地体構造区分の変遷

まとめ（地震地体構造区分の変遷）

○地震地体構造区分の変遷についてレビューを行った。
○萩原編（1991）によると，地震地体構造区分は，特定の地域について，地震の起こり方に共通性のある地域ごとに，地形・地質学的特

徴，又は，地球物理学的特徴の観点から，地体構造を区分すること，とされている。
○活断層研究会編（1991），垣見（1983），松田（1990），垣見ほか（2003）では，岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は同一区

分とされている。
○一方，宮村（1962），Omote et al.（1980），Kinugasa（1990）及び萩原編（1991）では，岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺

は異なる区分とされている。
○垣見ほか（2003）の地震地体構造区分図は，過去の地震地体構造についての知見も参照した，最新の知見である。○垣見ほか（2003）の地震地体構造区分図は，過去の地震地体構造についての知見も参照した，最新の知見である。

文 献 図の種類 構造区分の要素 特 徴 同一区分

宮村（1962） 地震地体構造区分図 日本の地体構造
地震活動の地域性を地体構造の進化の成熟度で分類し，地震地体構造区分

作成
×

地震地体構造区分に関する代表的な文献

宮村（1962） 地震地体構造区分図 日本の地体構造
図を作成

×

Omote et al.（1980） 地震地体構造区分図 文献未記載のため不明
各地体構造区に発生する地震のマグニチュードに上限があるとし，原子
力発電施設で考慮すべき限界地震S2の最大マグニチュードを提示

△

活断層研究会編（1980）
活断層研究会編（1991）

活断層区分図 活断層
活断層の密度，長さ，走向，断層型，水平最大圧力方位等に基づいて，
活断層区分図を作成

○

垣見（1983） 地震地体構造区分図 活断層
（活断層研究会編（1980）のデータを使用）

活断層区と歴史地震の密度を比較し，地震地体構造区分図を作成 ○

松田（1990） 地震地体構造区分図 活断層
（活断層研究会編（1980）のデータを使用）

起震断層から発生しうる最大マグニチュードMLと歴史地震の最大マグニチュード
Mhを比較し，その地体構造区で期待される最大期待地震規模Mmaxを提示

○

Kinugasa（1990） 地震地体構造区分図
活断層
（地質調査所（1982～1987）及び日本第四紀

活断層の長さ，変位のセンス，活動度などが類似している地域を地震地体構
造区として区分

×
学会（1987）のデータを使用） 造区として区分

萩原編（1991） 地震地体構造区分図
歴史地震・活断層・第四紀テクトニ
クス・重力異常・震源メカニズム・
キュリー点深度等

過去の地震地体構造研究から，それぞれの地形・地質学的，地球物理学
的な共通の特徴を抽出し，地震地体構造区分図を作成

×

垣見ほか（2003） 地震地体構造区分図
過去の知見を比較・参照したうえで，
垣見ほか（1994）の区分図を改定

過去の知見を比較・参照したうえで，垣見ほか（1994）を改定し，新たな地震
地体構造区分図を作成

○
垣見ほか（1994）の区分図を改定 地体構造区分図を作成

○：震源域と敷地周辺が同一区分
×：震源域と敷地周辺が異なる区分
△：震源域と敷地周辺が異なる区分

（境界は特定できない）
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２．２ 東北日本弧内帯における地域差

検討概要

○最新の知見である垣見ほか（2003）による東北日本弧内帯において，以下の観点に着目し，地域差について検討を
行う。
・活断層の分布活断層の分布
・ひずみ集中帯の分布
・地震波速度
・被害地震震源分布

○検討対象地域は，下表に示す12地点とする。○検討対象地域は，下表に示す12地点とする。

比較対象地域 選定理由

①岩手・宮城内陸地震震源域 ー

②関谷断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

③会津盆地西縁断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

④津軽山地西縁断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

⑤長町ー利府断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

⑥能代断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

⑦北由利断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

⑧函館平野西縁断層帯 東北日本弧内帯内の主な起震断層（垣見ほか，2003）

⑨黒松内低地帯の断層 後期更新世以降の活動を考慮する活断層

⑩尻別川断層 後期更新世以降の活動を考慮する活断層

⑪ニセコ・雷電火山群 敷地周辺の火山

⑫泊発電所近傍 ー
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２．２ 東北日本弧内帯における地域差

活断層及びひずみ集中帯

地質学的
ひずみ集中帯

○活断層研究会編（1991）等の活断層の分布，産業技術総合研究
所（2009）の地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ集中帯
の分布について 検討した

測地学的
ひずみ集中帯

の分布について，検討した。
○地質学的ひずみ集中帯の分布は，活断層と調和的に認められる。
○震源域は，両ひずみ集中帯に位置し，活断層が分布する。
○一方，敷地近傍は，両ひずみ集中帯に位置せず，活断層が分布し

ない

○地質学的ひずみ集中帯 ： 地形・地質の観点から想定されたひずみ集中
帯（大竹ほか編，2002より）

○測地学的ひずみ集中帯 ： 下記のGPS観測により想定されたひずみ集中帯
・GPSひずみ集中帯 ： 面積ひずみが大きい地域（大竹ほか編，2002より）
・GPS E-W ： 東西短縮ひずみ（Miura et al. , 2004）が大きい領域

泊発電所

⑨ ⑩

⑧

⑪

⑫
ない。

比較対象地域 活断層
地質学的

ひずみ集中帯
測地学的

ひずみ集中帯

①岩手・宮城内陸地震震源域 ○ ○ ○

②関谷断層帯 ○ × ○

⑧

⑦

⑥ ②関谷断層帯 ○ × ○

③会津盆地西縁断層帯 ○ ○ ○

④長町ー利府断層帯 ○ ○ ○

⑤北由利断層帯 ○ ○ ×

⑥能代断層帯 ○ ○ ×
①

⑥

⑤

⑥能代断層帯 ○ ○ ×

⑦津軽山地西縁断層帯 ○ ○ ×

⑧函館平野西縁断層帯 ○ ○ ×

⑨黒松内低地帯の断層 ○ ○ ×

⑩尻別川断層 ○ × ×

①

④

③

⑩尻別川断層 ○ × ×

⑪ニセコ・雷電火山群 × × ×

⑫泊発電所近傍 × × ×

○：有，×：無

引用 地震地体構造区分：垣見ほか（2003），活断層※：活断層研究会編（1991）
※敷地周辺は後期更新世以降の活動を考慮する活断層をトレース

ひずみ集中帯等分布図
（産業技術総合研究所，2009に加筆）

②
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２．２ 東北日本弧内帯における地域差

泊発電所 泊発電所

地震波速度

○地震波速度（P波，S波）の分布（Wang et al.，2005）につ
いて，検討した。

○王ほか（2005）によると 地震波速度を低下させる原因泊発電所 泊発電所 ○王ほか（2005）によると，地震波速度を低下させる原因
は，地下深部の流体の存在・部分溶融・高温物質の存在
などが考えられている。

○岩手・宮城内陸地震震源域は，低速度領域に位置する。
○ 方 敷地近傍は 高速度領域に位置する岩手宮城

内陸地震震源域
岩手宮城

内陸地震震源域

○一方，敷地近傍は，高速度領域に位置する。

P波速度分布 S波速度分布

P波速度分布図（Wang et al.,2005に一部加筆）

比較対象地域 深度
10km

深度
25km

深度
10km

深度
25km

①岩手・宮城内陸地震震源域 ○ ○ ○ ○

②関谷断層帯 ○ ○ ○ ○

③会津盆地西縁断層帯 ○ ○ ○ ○

泊発電所 泊発電所

③会津盆地西縁断層帯 ○ ○ ○ ○

④長町ー利府断層帯 ○ ○ ○ ○

⑤北由利断層帯 ○ ○ ○ ×

⑥能代断層帯 × × × ×

⑦津軽山地西縁断層帯 ○ ○ ○ ○

岩手宮城
内陸地震震源域

岩手宮城
内陸地震震源域

⑦津軽山地西縁断層帯 ○ ○ ○ ○

⑧函館平野西縁断層帯 ○ ○ ○ ○

⑨黒松内低地帯の断層 ○ ○ ○ ×

⑩尻別川断層 × ○ × ×

⑪ニセコ 雷電火山群 × ○ × ×

S波速度分布図（Wang et al.,2005に一部加筆）

○：低速度領域，×：高速度領域

⑪ニセコ・雷電火山群 × ○ × ×

⑫泊発電所近傍 × × × ×
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２．２ 東北日本弧内帯における地域差

（参考）地震波速度

○深部低周波地震は，地震波の低速度領域に調和的に分布する。
○震源域には，深部低周波地震の発生が認められ，低速度領域に位置することと調和的である。
○一方 敷地近傍は 深部低周波地震の発生が認められず 高速度領域に位置することと調和的である○一方，敷地近傍は，深部低周波地震の発生が認められず，高速度領域に位置することと調和的である。

泊発電所

岩手宮城

泊発電所

岩手宮城

泊発電所

岩手宮城
内陸地震震源域

岩手宮城
内陸地震震源域

泊発電所

岩手宮城
内陸地震震

源域
泊発電所 泊発電所

P波速度分布図（Wang et al.,2005に一部加筆）

低周波地震分布図（高橋・宮村 2009に 部加筆）

岩手宮城
内陸地震震源域

岩手宮城
内陸地震震源域

1997年10月1日から2008年12月15日
深度60kmより浅い低周波地震(一元化カタログに低周波フラグが付加されたもの)

低周波地震分布図（高橋・宮村，2009に一部加筆）

S波速度分布図（Wang et al.,2005に一部加筆）
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２．２ 東北日本弧内帯における地域差

被害地震震源分布

○岩手・宮城内陸地震発生以前の被害地震の分布（地震調査研究
推進本部地震調査委員会編，2009）について，検討した。

○東北日本弧内帯内では 岩手・宮城内陸地震震源域を含む本州

⑫

○東北日本弧内帯内では，岩手・宮城内陸地震震源域を含む本州
北部内陸で，概ね地質学的ひずみ集中帯，若しくは，測地学的ひ
ずみ集中帯に沿って，被害地震が発生している。

○一方，敷地周辺においては，被害地震は発生していない。

泊発電所

⑨
⑩

⑧

⑪

⑫

比較対象地域 被害地震震源分布

①岩手 宮城内陸地震震源域⑧

⑦

⑥

①岩手・宮城内陸地震震源域 ○

②関谷断層帯 ○

③会津盆地西縁断層帯 ○

④長町ー利府断層帯 ×

⑤北由利断層帯 ○⑥

⑤

⑤北由利断層帯 ○

⑥能代断層帯 ○

⑦津軽山地西縁断層帯 ○

⑧函館平野西縁断層帯 ×

⑨黒松内低地帯の断層

①

④

③

⑨黒松内低地帯の断層 ×

⑩尻別川断層 ×

⑪ニセコ・雷電火山群 ×

⑫泊発電所近傍 ×

被害地震震源分布図※2（産業技術総合研究所，2009に加筆）

②
引用 地震地体構造区分：垣見ほか（2003），被害地震震源分布：地震調査研究推進本部地震調査委員会編（2009），活断層※：活断層研究会編（1991）

※1敷地周辺は後期更新世以降の活動を考慮する活断層をトレース

○：有，×：無

※2被害地震は，東北日本弧内帯におけるMw6.0以上の内陸地震を対象とした。
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○萩原編（1991）によると，地震地体構造区分は，特定の地域について，地震の起こり方に共通性のある地域ごとに，
地形・地質学的特徴，又は，地球物理学的特徴の観点から，地体構造を区分すること，とされている。

○宮村（1962），Omote et al.（1980），Kinugasa（1990）及び萩原編（1991）では，岩手・宮城内陸地震震源域と泊
発電所周辺は異なる区分とされている。発電所周辺は異なる区分とされている。

○地震地体構造区分の最新の知見である垣見ほか（2003）によると，岩手・宮城内陸地震震源域と泊発電所周辺は，
東北日本弧のうち「東北日本弧内帯（8C）」に区分され，Mmax=7 1/2とされている。

○東北日本弧内帯において，地域差について検討した結果，下表に示す結果となった。

東北 本弧内帯内 地域差

比較対象地域
活断層

（○：有，×：無）

地質学的
ひずみ集中帯

（○：有，×：無）

測地学的
ひずみ集中帯

（○：有，×：無）

地震波速度
（○：低，×：高）

被害地震震源分布
（○：有，×：無）

①岩手・宮城内陸地震震源域 ○ ○ ○ ○ ○

東北日本弧内帯内の地域差

②関谷断層帯 ○ × ○ ○ ○

③会津盆地西縁断層帯 ○ ○ ○ ○ ○

④長町ー利府断層帯 ○ ○ ○ ○ ×

⑤北由利断層帯 ○ ○ × ○ ○

⑥能代断層帯 ○ ○ × × ○

⑦津軽山地西縁断層帯 ○ ○ × ○ ○

⑧函館平野西縁断層帯 ○ ○ × ○ ×

⑨黒松内低地帯の断層 ○ ○ × ○ ×

⑩尻別川断層 ○ × × × ×

⑪ニセコ・雷電火山群 × × × × ×

⑫泊発電所近傍 × × × × ×

○東北日本弧内帯に位置する岩手・宮城内陸地震震源域と敷地周辺との間には，活断層，ひずみ集中帯，地震波速
度，被害地震震源の分布の観点から，地域差が認められる。
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３． 評 価

項 目 岩手・宮城内陸地震 震源域 敷地周辺・近傍

当該地域の活断層の特徴

地震地体構造区分

●東西圧縮応力による逆断層

●東北日本弧内帯に位置し，最大期待地震規模Mmax=7 1/2とされている。

●震源域は，地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ集中帯に位置し，活

断層が分布する。

●震源域は，低速度領域に位置する。

○敷地近傍は，地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ集中帯に位置せず，活断層が分布しない。

○敷地近傍は，高速度領域に位置する。

●震源域を含む本州北部内陸で，概ね地質学的ひずみ集中帯，若しくは，測地

学的ひずみ集中帯に沿って，被害地震が発生している。

○敷地周辺には，被害地震は発生していない。

地
勢
・ひ

・活
断

地 勢 ●震源域は山間部に位置し，変位基準となる地形面の発達が良くない。 ○敷地は沿岸部に位置し，敷地近傍には変位基準となる地形面が発達する。

ひずみ集中帯
●震源域は，地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ集中帯に位置する。 ○敷地近傍は，地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ集中帯は認められない。

○敷地周辺には，地質学的ひずみ集中帯が分布する。ひ
ず
み
集
中
帯

断
層
の
分
布

○敷地周辺には，地質学的ひずみ集中帯が分布する。

活断層

●震源域には，褶曲構造の密集が断続的に認められる。

●震源域の北方に，北上西縁断層帯が認められる。

○敷地近傍には，褶曲構造の密集及び活断層の分布は認められない。

○敷地周辺には，地質学的ひずみ集中帯の分布に対応して，第四系の褶曲構造が断続的に分布し，それと

調和的に分布する黒松内低地帯の活断層群や海域の活断層群が認められ，これらは，震源として考慮す

る活断層として適切に評価している。

●震源域には 第四系の堆積層等がわずかに分布する ○敷地近傍及び周辺には 第四系の堆積層等が広く分布する

活
断

地

第四系の地層

の分布状況

●震源域には，第四系の堆積層等がわずかに分布する。 ○敷地近傍及び周辺には，第四系の堆積層等が広く分布する。

※敷地周辺に分布する岩内層は，斜交葉理等の堆積構造が認められるが，平行な葉理ではほぼ水平な堆積

構造を示し，活構造を示唆するような系統性や褶曲等は認められない。

古いカルデラの

密集

●震源域には，古いカルデラの密集が認められる。 ○敷地近傍には，古いカルデラは認められない。

○敷地周辺には，赤井川にカルデラ様の地形が認められるが，古いカルデラの密集は認められない。

大規模地すべりの ●震源域には 大規模地すべりを含む地すべりが密集している ○敷地近傍には 大規模地すべりは分布せず 地すべりの分布もわずかである
断
層
の
評
価
に
関
連
す
る

地
形
・地
質
の
状
況

大規模地すべりの

分布

●震源域には，大規模地すべりを含む地すべりが密集している。 ○敷地近傍には，大規模地すべりは分布せず，地すべりの分布もわずかである。

地下構造の

把握の有無

●山間部のため，地下構造を連続して把握しにくい。 ○海域では，海上音波探査により地下構造が連続して把握されている。

地形面の ●震源域近傍には，河成段丘が一部認められる程度であり，変位基準となる地 ○敷地近傍には，変位基準となる海成段丘面，河成段丘面，火山麓扇状地等の変位基準となる地形面が

発達状況 形面の発達が良くない。 発達している。

火山地形の

状況

●震源域には，火山麓扇状地等の変位基準となる地形面の発達が良くない。 ○敷地近傍には，後期更新世以前の火山噴出物（溶岩流等）や火山麓扇状地（高位，低位等）の変位基準

となる地形面が発達している。

※ニセコ・雷電火山群の詳細な地形判読を行った結果，火山噴出物（溶岩）の境界で，一部急斜面が認めら
れるが，活構造を示唆する変動地形は認められない。

まとめ ●褶曲構造の分布・連続性の把握及び断層の活動性の評価が困難 ○褶曲構造の分布・連続性の把握及び断層の活動性の評価が比較的容易まとめ ●褶曲構造の分布・連続性の把握及び断層の活動性の評価が困難。 ○褶曲構造の分布・連続性の把握及び断層の活動性の評価が比較的容易。

○敷地近傍・周辺においては，背景とする地形，地質・地質構造等から，岩手・宮城内陸地震の震源域と同様な条件の
地域ではないと判断される。
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４． 2008年岩手・宮城内陸地震を踏まえた
地震動評価
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４． 2008年岩手・宮城内陸地震を踏まえた地震動評価

検討方針検討方針

○泊発電所近傍・周辺においては，背景とする地形，地質・地質構造等から岩手・宮城内陸地震の震源域と同様
な条件の地域ではないと判断され，地域差は認められるものの，一部で類似点も認められる。

○更なる安全性向上の観点から，泊発電所が岩手・宮城内陸地震の震源域と同様，垣見ほか（2003）による地震
地体構造区分8Cにあることを鑑み，岩手・宮城内陸地震が逆断層の孤立した短い活断層による地震であること地体構造区分8Cにあることを鑑み，岩手 宮城内陸地震が逆断層の孤立した短い活断層による地震であること
から，以下の検討を行う。

 泊発電所に最も近い孤立した短い活断層である尻別川断層の地震動評価に岩手・宮城内陸地震の知見を
反映する。反映する。

 岩手・宮城内陸地震の地震観測記録を収集・検討する。

○なお，岩手・宮城内陸地震に関しては，地質的観点，地球物理的観点，強震動評価の観点等から，現在も各種
研究が進められており，今後も継続的に知見の収集・検討に努める。研究が進められており，今後も継続的に知見の収集 検討に努める。
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2008年岩手・宮城内陸地震について（概要）

４． 2008年岩手・宮城内陸地震を踏まえた地震動評価

再掲（4/9審査会合資料）

○岩手・宮城内陸地震は，2008年6月14日に岩手県内陸南部の奥羽山地東縁で発生した地震で，震央の深さ8km，
規模はMw6.9，最大震度6強とされている。

○この地震は 西北西 東南東方向に圧力軸を持つ西側隆起の逆断層により発生したとされる

2008年岩手・宮城内陸地震について（概要） 再掲（4/9審査会合資料）

○この地震は，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ西側隆起の逆断層により発生したとされる。

岩手・宮城内陸地震メカニズム解岩手・宮城内陸地震の震央分布図 岩手 宮城内陸地震メカニズム解
（気象庁,2008）

岩手 宮城内陸地震の震央分布図
（気象庁,2008）

岩手・宮城内陸地震の位置及び震度分布
（USGS，2008） 地殻変動から推定された断層モデル

（国土地理院，2008）
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2008年岩手・宮城内陸地震について（概要） 再掲（4/9審査会合資料）

４． 2008年岩手・宮城内陸地震を踏まえた地震動評価

2008年岩手・宮城内陸地震について（概要）

○東北日本弧の第四紀テクトニクスは，東西圧縮応力による逆断層の活動に特徴づけられる。
○産業技術総合研究所（2009）では，岩手・宮城内陸地震は，地質学的ひずみ集中帯と，測地学的ひずみ集中帯

の重なったところで発生しているとしている

再掲（4/9審査会合資料）

の重なったところで発生しているとしている。
○震源付近には，文献に活断層の記載はないが，北方に北上低地西縁断層帯等が分布する。

泊発電所

震央

岩手・宮城内陸地震震源

震源周辺の活断層等
（震基11-2-2に加筆）

活断層

ひずみ集中帯等分布図
（産業技術総合研究所，2009に加筆）
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敷地周辺の活断層分布

４． 2008年岩手・宮城内陸地震を踏まえた地震動評価

敷地周辺の活断層分布

尻別川断層
（断層長さ 震央距離 ）（断層長さ16km，震央距離22km）
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震源域周辺の地震観測点

４． 2008年岩手・宮城内陸地震を踏まえた地震動評価

震源域周辺の地震観測点

○震源域周辺には，防災科学技術研究所のＫｉＫ-ｎｅｔ観測点およびＫｉＫ-ｎｅｔ観測点以外の観測点として荒砥沢
ダム，栗駒ダムがある。

花巻南観測点

住田観測点東成瀬観測点
金ヶ崎観測点

住田観測点東成瀬観測点

雄勝観測点
一関西観測点

一関東観測点

鳴子観測点

関東観測点

栗駒ダム

荒砥沢ダム
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（参考）泊発電所と岩手・宮城地震震源域の域
状況に関する比較検討
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

泊発電所と震源域の状況に関する比較検討項目

震源域周辺の特徴1 震源域周辺の地勢 ひずみ集中帯等の状況

再掲(4/9審査会合資料)

震源域周辺の特徴1 ： 震源域周辺の地勢・ひずみ集中帯等の状況

○地勢

○ひずみ集中帯・活断層の分布

震源域周辺の特徴2 ： 第四系の褶曲構造の分布（存在）の把握の観点

○第四系の堆積層の分布○第四系の堆積層の分布

震源域周辺の特徴3 ： 第四系の褶曲構造の連続性（長さ）の把握の観点

○古いカルデラの分布

○大規模地すべりの分布

震源域周辺の特徴4 ： 断層等の活動性評価の観点

○敷地近傍の地形面の発達状況
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「震源域周辺の特徴1」に関する比較検討（地勢）

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)

○震源域は，山間部に位置する。

岩手・宮城内陸地震 震源域

「震源域周辺の特徴1」に関する比較検討（地勢）

○発電所敷地は，沿岸部に位置する。

敷地近傍

再掲(4/9審査会合資料)

○震源域は，変位基準となる地形面の発達が良くない。 ○敷地近傍には，海成段丘面，河成段丘面，火山麓扇
状地等の変位基準となる地形面が発達している。

○変位基準となる地形面の発達状況に差異が認められる。

海成段丘面

河成段丘面

震 央

泊発電所

河成段丘面

河川沿いの一部に
認められる

震源域周辺の広域地質図

引用 地質図：東北建設協会(2006)を一部修正 カルデラ分布：吉田ほか(2005)の重力図を基に修正

認められる

敷地近傍の地形分類図

火山麓扇状地
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴1」に関する比較検討（地勢） 再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴1」に関する比較検討（地勢） 再掲(4/9審査会合資料)

敷地近傍の地形分類図ー凡例

河成段丘面

震源域周辺 広域地質図 凡例

※地質年代
PG4：漸新世～前期中新世，N1：前期中新世～中期中新世，N2中期中新世～後期中新世
N3：後期中新世～鮮新世，Q：更新世，H：完新世

震源域周辺の広域地質図ー凡例
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（参考）2008年岩手・宮城内陸地震の断層モデルについて

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)

○国土地理院(2009)では，地殻変動データから震源断層モデルを推定しており，緊急観測グループによる余震観測と
DDトモグラフィによって決定された震源分布と整合するとしている。

○断層モデルは2分割で 幅約12 5㎞ 長さはそれぞれ約20㎞ 25㎞となっており 全体で長さ約45km

（参考）2008年岩手・宮城内陸地震の断層モデルについて 再掲(4/9審査会合資料)

○断層モデルは2分割で，幅約12.5㎞ ，長さはそれぞれ約20㎞，25㎞となっており，全体で長さ約45km，
幅約12.5kmの震源断層モデルとなる。

岩手・宮城内陸地震 震源断層モデルと余震分布の位置関係
（国土地理院，2009）

岩手・宮城内陸地震 断層面上のすべり分布
（国土地理院，2009）
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「震源域周辺の特徴1」に関する比較検討（ひずみ集中帯・活断層の分布）

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

一部修正(4/9審査会合資料)

岩手・宮城内陸地震 震源域

震源域周辺の特徴1」に関する比較検討（ひずみ集中帯 活断層の分布）

○敷地近傍には，地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ
集中帯は認められない。

○敷地近傍には 褶曲構造の密集及び活断層の分布は認めら

敷地周辺・近傍

部修正(4/9審査会合資料)

○震源域は，地質学的ひずみ集中帯及び測地学的ひずみ集中
帯に位置する。

○震源域には，褶曲構造の密集が断続的に認められる。

○敷地近傍には，褶曲構造の密集及び活断層の分布は認めら
れない。

○敷地周辺には，敷地の西方に地質学的ひずみ集中帯が認め
られるが，測地学的ひずみ集中帯は認められない。

○敷地周辺では，地質学的ひずみ集中帯の分布に対応して，第
四系の褶曲構造が断続的に分布し，それと調和的に分布する

○震源域における河成段丘の累積変動量から推定される平均
変位速度は0.5mm/yr程度とされる。

四系の褶曲構造が断続的に分布し，それと調和的に分布する
黒松内低地帯の活断層群及び海域の活断層群が認められ，
これらは，震源として考慮する活断層として適切に評価してい
る。

○上記のうち，陸域の断層の平均変位速度は0.5-0.7mm/yr程
度とされる。

＜敷地周辺＞
○地質学的ひずみ集中帯及び第四系の褶曲構造の分布

＜敷地近傍＞
○敷地近傍に地質学的ひずみ集中帯，

活断層等の分布は認められない。

地質学的ひずみ集中帯

岩手・宮城内陸

泊発電所

○地質学的ひずみ集中帯及び第四系の褶曲構造の分布
に調和的な黒松内低地帯の活断層群及び海域の活断
層群が分布している。

＜岩手・宮城内陸地震震源域＞
○地質学的ひずみ集中帯の分布と調和的に褶曲構造が

密集し，奥羽脊梁断層帯の一部をなす北上低地西縁断
層帯が分布している

泊発電所

質

測地学的ひずみ集中帯

岩手 宮城内陸
地震断層モデル
約45×12.5㎞

層帯が分布している。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

凡例（右図）

後期更新世以降の活動を考慮する断層

向斜軸

背斜軸

海域 陸域
変位地形

黒松内低地帯

岩手・宮城内陸地震震源

ひずみ集中帯等分布図（産業技術総合研究所，2009に加筆）

敷地周辺拡大図

Ⅳ背斜軸 黒松内低地帯

歪み集中帯
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（参考）ひずみ集中帯に関する補足

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

部修正(4/9審査会合資料)（参考）ひずみ集中帯に関する補足

○地質学的ひずみ集中帯 ： 地形・地質の観点から想定されたひずみ集中帯（大竹ほか編，2002より）
○測地学的ひずみ集中帯 ： 下記のGPS観測により想定されたひずみ集中帯

・GPSひずみ集中帯 ： 面積ひずみが大きい地域（大竹ほか編，2002より）

一部修正(4/9審査会合資料)

GPSひずみ集中帯 ： 面積ひずみが大きい地域（大竹ほか編，2002より）
・GPS E-W ： 東西短縮ひずみ（Miura et al. , 2004）が大きい領域

地質学的ひずみ集中帯

測地学的ひずみ集中帯

ひずみ集中帯等分布図（産業技術総合研究所，2009に加筆）
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（参考）敷地周辺・近傍の第四系の分布と褶曲構造

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)（参考）敷地周辺・近傍の第四系の分布と褶曲構造

○敷地周辺の活断層は，東西圧縮応力による逆断層の活動に特徴づけられる。
○上記活断層は，陸域では，第四系下部～中部更新統の瀬棚層相当層，海域では，第四系下部～中部更新統のⅣ

層等，広域に分布する第四系の褶曲構造に調和的に分布している。

再掲(4/9審査会合資料)

層等，広域に分布する第四系の褶曲構造に調和的に分布している。
○敷地周辺には，活動性評価の指標となる第四系下部～中部更新統の瀬棚層相当層，段丘堆積物等が，広く分布し

ている。

○海域については，海上音波探査により，地下構造が把握されている。
○Ⅳ層及びⅤ層によるN-S方向の高まり沿いに活断層が認められ，第○Ⅳ層及びⅤ層によるN S方向の高まり沿いに活断層が認められ，第

四系の褶曲構造に調和的に活断層が分布すると判断される。

Ⅳ層及びⅤ層による
N-S方向の高まり。

泊発電所

泊発電所

岩手・宮城内陸
地震断層モデル
約45×12.5㎞

黒松内低地帯では，瀬棚層の褶
曲構造と調和的に，黒松内低地
帯の断層が認められる。

敷地前面海域の地質分布と活断層 敷地周辺陸域の第四系の分布及び地質構造

瀬棚層相当層（瀬棚層
および岩内層含む）

段丘堆積物等
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（参考）敷地周辺・近傍の第四系の分布と褶曲構造

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)（参考）敷地周辺・近傍の第四系の分布と褶曲構造 再掲(4/9審査会合資料)

敷地前面海域の地質分布と活断層ー凡例

敷地周辺陸域の第四系の分布及び地質構造ー凡例



7979

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布）

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布）

○敷地近傍には，第四系の堆積層（岩内層・段丘堆積

敷地周辺・近傍

○震源域には，第四系の堆積層（堆積岩等）がわずか

岩手・宮城内陸地震 震源域

再掲(4/9審査会合資料)

物等）が分布する。
○敷地周辺には，第四系の堆積層（瀬棚層相当層）が

広く分布する。

に分布する。

○第四系の褶曲構造を把握可能な堆積層の分布状況に差異が認められる。

川尻
カルデラ

院内
泊発電所黒松内低地帯では，瀬棚層

の褶曲構造と調和的に，黒
松内低地帯の断層が認めら
れる。

国見山
カルデラ

栗駒山南麓

三途川
カルデラ

院内
カルデラ

震 央

厳美
カルデラ

岩手・宮城内陸
地震断層モデル

鬼首
カルデラ

花山
カルデラ

中山平

栗駒山南麓
カルデラ

向町
カルデラ

敷地周辺陸域の第四系の分布及び地質構造

約45×12.5㎞

瀬棚層相当層（瀬棚層
および岩内層含む）

段丘堆積物等

震源域周辺の広域地質図

引用 地質図：東北建設協会(2006)を一部修正
カルデラ分布：吉田ほか(2005)の重力図を基に修正

鳴子
カルデラ

カルデラ



8080
（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

PG1～PG4の火山岩類＋堆積岩類

余震域

岩手・宮城内陸地震断層モデル
約45×12.5㎞

※地質年代
PG1～PG4：漸新世～前期中新世，N1：前期中新世～中期中新世，N2中期中新世～後期中新世
N3：後期中新世～鮮新世，Q：更新世，H：完新世

敷地周辺陸域の第四系の分布及び地質構造ー凡例

震源域周辺の広域地質図ー凡例
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

泊発電所泊発電所

敷地周辺陸域の段丘堆積物等の分布敷地周辺陸域の第四系の堆積層の分布
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

凡 例

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

記号凡例 凡 例記号凡例

敷地周辺陸域の段丘堆積物等の分布ー凡例敷地周辺陸域の第四系の堆積層の分布ー凡例
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

露頭写真（瀬棚層・岩内層）

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

②岩内層

①敷地内の岩内層露頭写真（堆積構造が把握可能）

①泊発電所

③瀬棚層

②岩内層露頭写真（堆積構造が把握可能）

岩手・宮城内陸
地震断層モデル
約45×12.5㎞

岩内層

露頭写真位置図

岩内層

瀬棚層

③瀬棚層露頭写真（堆積構造が把握可能）
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

岩内層の地質構造
○岩内層は，分布域で広範囲に露頭で確認できる。
○確認した傾斜はほぼ水平であり 地質構造に系統性や褶曲を

「震源域周辺の特徴2」に関する比較検討（第四系の堆積層の分布） 再掲(4/9審査会合資料)

地点名 走向・傾斜

岩内層の走向・傾斜

凡 例

○確認した傾斜はほぼ水平であり，地質構造に系統性や褶曲を
示唆するようなものは認められない。

敷地内 N29W/1E

リヤムナイ N4E/2E

西ヤチナイ N70E/4W

発足層

岩内層

岩内層確認位置

2 走向・傾斜

幌似1 水平

幌似2 N4E/３E

発電所敷地内
前頁写真①

4
西ヤチナイ

走向 傾斜

走向・傾斜（水平）

1
前頁写真①

2リヤムナイ
前頁写真②

幌似1

幌似2

3

岩内層の確認位置

西ヤチナイ露頭写真

露頭全体
露頭状況
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「震源域周辺の特徴3」に関する比較検討（古いカルデラの分布）

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴3」に関する比較検討（古いカルデラの分布）

○敷地近傍には，古いカルデラは認められない。
○敷地周辺には 赤井川にカルデラ様の地形が認められるが

敷地周辺・近傍

○震源域には，古いカルデラの密集(10か所)が認められる。

岩手・宮城内陸地震 震源域

再掲(4/9審査会合資料)

○敷地周辺には，赤井川にカルデラ様の地形が認められるが，
敷地から約23km離れており，カルデラの密集は認められない。

○古いカルデラの密集度合及びそれに関連する崩壊堆積物等の分布状況に差異が認められる。
○第四系の褶曲構造の連続性把握に関わる地形の明瞭度に差異が認められる。

N
川尻カルデラ

震 央

泊発電所

赤井川

約23km

震 央

岩手・宮城内陸
地震断層モデル

河成段丘面

河川沿いの一部に
認められる

泊発電所周辺の地質図

地震断層モデル
約45×12.5㎞

震源域周辺の広域地質図

0 6(㎞)引用 地質図：東北建設協会(2006)を一部修正
カルデラ分布：吉田ほか(2005)の重力図を基に修正
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴3」に関する比較検討（古いカルデラの分布） 再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴3」に関する比較検討（古いカルデラの分布） 再掲(4/9審査会合資料)

赤井川カルデラ

河成段丘面

※地質年代
PG4：漸新世～前期中新世，N1：前期中新世～中期中新世，N2中期中新世～後期中新世
N3：後期中新世～鮮新世，Q：更新世，H：完新世

敷地周辺陸域の第四系の分布及び地質構造ー凡例震源域周辺の広域地質図ー凡例
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「震源域周辺の特徴3」に関する比較検討（大規模地すべりの分布）

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

部修正(4/9審査会合資料)

○震源域には，大規模地すべりを含む地すべりが密集している。

岩手・宮城内陸地震 震源域

「震源域周辺の特徴3」に関する比較検討（大規模地すべりの分布）

○敷地近傍には，大規模地すべりは分布せず，地すべりの分布
もわずかである

敷地近傍

一部修正(4/9審査会合資料)

○地すべり面積は1㎞2当たり約0.2km2の分布で，最大地すべり
面積は約3.8㎞2である。

○地すべりの密集度合及び大規模地すべりの分布状況に差異が認められる

もわずかである。
○地すべり面積は1㎞2当たり約0.01km2の分布で，最大地すべ

り面積は約0.8㎞2である。

○地すべりの密集度合及び大規模地すべりの分布状況に差異が認められる。
○第四系の褶曲構造の連続性把握に関わる地形の明瞭度に差異が認められる。

震 央 泊発電所

震源域周辺の地すべり分布図（産業技術総合研究所 地質Naviに加筆） 敷地近傍の地すべり分布図
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「震源域周辺の特徴4」比較検討（敷地近傍の地形面の発達状況）

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)「震源域周辺の特徴4」比較検討（敷地近傍の地形面の発達状況）

○震源域近傍には，河成段丘面が河川沿いの一部に認められる程度であり，火山麓扇状地等の変位基準となる地形

岩手・宮城内陸地震 震源域

再掲(4/9審査会合資料)

○震源域近傍には，河成段丘面が河川沿いの 部に認められる程度であり，火山麓扇状地等の変位基準となる地形
面の発達が良くない。

※地質年代
PG4：漸新世～前期中新世
N1：前期中新世～中期中新世

震 央

N1：前期中新世～中期中新世
N2中期中新世～後期中新世
N3：後期中新世～鮮新世
Q：更新世，H：完新世

震 央

河成段丘面

引用 地質図：東北建設協会(2006)を一部修正
カルデラ分布：吉田ほか(2005)の重力図を基に修正

河川沿いの一部に
認められる

岩手・宮城内陸地震震源域の地形・地質



8989
（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

「震源域周辺の特徴4」比較検討（敷地近傍の地形面の発達状況） 再掲(4/9審査会合資料)

○敷地近傍には，海成段丘面（Mm1，Hm3等），河成段丘面（Lf1，Mf2等），火山麓扇状地（高位，低位等）の変位基準

敷地近傍

「震源域周辺の特徴4」比較検討（敷地近傍の地形面の発達状況） 再掲(4/9審査会合資料)

となる地形面が発達している。

海成段丘面

河成段丘面

泊発電所

左図表示範囲

岩手・宮城内陸
地震断層モデル
約45×12.5㎞敷地近傍の地形分類図

火山麓扇状地

○変位基準となる地形面の発達状況に差異が認められる。
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ニセコ・雷電火山群の概要

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)

○NEDO（1986），NEDO（1987）では，ニセコ・雷電火山群の噴出物等の分布が示されており，活動時期は，「第1期」，
「第2期」及び「第3期」に分類されている。
第1期 ： 雷電山・ワイスホルン

ニセコ・雷電火山群の概要 再掲(4/9審査会合資料)

第1期 ： 雷電山 ワイスホルン
第2期 ： 目国内岳・岩内岳・ニセコアンヌプリ・シャクナゲ岳・白樺山
第3期 ： チセヌプリ・ニトヌプリ・イワオヌプリ

○敷地側には，雷電山，岩内岳，シャクナゲ岳，ワイスホルンの後期更新世より古い年代の火山噴出物が分布している。

シャクナゲ岳
噴出物

岩内砂層

D
ニセコ・雷電火山群の各火山の活動年代

（NEDO，1986に一部加筆）

第3期

雷電岬火山角礫岩層

雷電山噴出物

岩内岳噴出物

扇状地堆積物

ワイスホル
ン

噴出物 真狩別層

扇状地堆積物

A

第3期

雷電山噴出物

目国内岳噴出物

扇状地堆積物

ニセコアンヌプリ噴出物

イワオヌプリ
噴出物

チセヌプリ
噴出物

シャクナゲ岳
噴出物

白樺山
噴出物

真狩別層ニトヌプリ
噴出物

第1期

第2期

扇状地堆積物 真狩別層

扇状地
堆積物

B

○ニセコ・雷電火山群の後期更新世以降
の活動は第3期の活動に限定され，現

ニセコ地域火山地質図（NEDO，1987に一部加筆）

C

在の活動中心はイワオヌプリである。
5(㎞)0
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

ニセコ・雷電火山群の概要 再掲(4/9審査会合資料)

○当地域では，新第三系の地層を第四系更新統の各火山噴出物（溶岩流等）が覆っている。
○山体部には溶岩流等により形成された地形が分布し，山麓部には火山麓扇状地等が発達していることから，活構造

等が存在する場合 変位地形の把握が比較的容易である

ニセコ・雷電火山群の概要 再掲(4/9審査会合資料)

等が存在する場合，変位地形の把握が比較的容易である。
○これらの地形に，断層活動を示唆する変位地形は認められない。

ニ

尻
別
川

山
田
温
泉

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ

ニ
ト
ヌ
プ
リ

チ
セ
ヌ
プ
リ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
岳

白
樺
山

前
目
国
内
岳

目
国
内
岳

雷
電
山

雷
電
峠雷

電
岬

第四系

新第三系 第四系

A B

A-B断面

新第三系

昆
布
川

尻
別
川

蘭
越
町
湯
里

昆
布
温
泉

ニ
セ
コ
ア
ン
ベ
ツ
川

イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ

硫
黄
川

堀
株
川第四系

新第三系

C D

第四系

新第三系

ワ
イ
ス
ホ
ル
ン

ニセコ地域火山地質断面図（NEDO，1987に一部加筆）

C-D断面
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（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

ニセコ・雷電火山群の概要 再掲(4/9審査会合資料)

氾濫原堆積物

砂丘層

地滑り堆積物

扇状地堆積物

砂、礫、泥

海浜砂丘砂

岩塊、砂、粘土

礫、砂、火山灰

完
新
世

ニセコ・雷電火山群の概要 再掲(4/9審査会合資料)

岩内砂層

崖錐堆積物

低位段丘堆積物

真狩別層

高位段丘堆積物

礫、砂、粘土

砂

砂、礫、粘土

火山灰、軽石、砂、礫

砂、礫、火山灰、粘土第
四

紀 イワオヌプリ噴出物

ニトヌプリ噴出物

羊締火山 羊締山噴出物

角閃石含有両輝石安山岩溶岩,同質火砕岩、湖成堆積物

角閃石、ｶﾝﾗﾝ石含有両輝石安山岩溶岩

ピジョン輝石含有両輝石安山岩溶岩

倶知安盆地堆積層

留寿都層

岩内岳噴出物

目国内岳噴出物

雷電山噴出物

軽石、火山灰、砂、粘土

角閃石、ｶﾝﾗﾝ石含有両輝石安山岩溶岩、同質火砕岩

ｶﾝﾗﾝ石,角閃石含有ｶﾞﾗｽ質両輝石安山岩溶岩,同質火砕岩

ｶﾝﾗﾝ石含有両輝石安山岩溶岩、同質火砕岩

更
新

世

雷
電

火
山

群

凝灰質砂、軽石、礫、シルト

ニ
セ

コ
火

山
群 チセヌプリ噴出物

白樺山噴出物

シャクナゲ岳噴出物

ニセコアンヌプリ噴出物

ワイスホルン噴出物

ｶﾝﾗﾝ石,角閃石、石英含有両輝石安山岩溶岩,同質火砕岩

ｶﾝﾗﾝ石、角閃石含有両輝石安山岩溶岩,同質火砕岩

ｶﾝﾗﾝ石,角閃石、石英含有両輝石安山岩溶岩,同質火砕岩

両輝石安山岩溶岩,同質火砕岩

ガラス質ピジョン輝石含有両輝石安山岩溶岩、同質火砕岩

第四系

新第三系

基底噴出物

蘭越層

凝灰角礫岩、凝灰岩、礫岩、軽石、砂礫、シルト、玄武岩質両輝石安山岩溶岩

風化安山岩円礫、角礫、凝灰質砂岩、軽石、シルト

鮮
新

世

雷電岬火山角礫岩層 安山岩質火山角礫岩、砂質凝灰角礫岩、玄武岩溶岩、両輝石安山岩溶岩

玄武岩質両輝石安山岩溶岩、同質火砕岩

礫岩、砂岩、シルト岩、凝灰岩尻別川層

賀老山溶岩類

新
第

三
紀

中
新

世

古
平

層
群

倶
知

安
層

群

磯
谷
層

小
花

井
層

花
園

層

ｸﾄｻﾝ四号川層

ﾊﾞﾝﾉ沢層

小沢層

大和層

国富層

ｼﾙﾄ岩、頁岩、砂岩

ﾃﾞｲｻｲﾄ～流紋岩質、軽石質火砕岩、同溶岩

ﾃﾞｲｻｲﾄ質火砕岩、同溶岩、頁岩、砂岩、玄武岩溶岩

安山岩質火砕岩、同溶岩、凝灰質頁岩、砂岩、礫岩

安山岩質火砕岩、
両輝石安山岩溶岩

酸性凝灰岩、頁岩、砂岩、玄武岩溶岩

安山岩質火砕岩、両輝石安山岩溶岩
シルト岩、砂岩、頁岩、
安山岩溶岩、同火砕岩、
玄武岩溶岩

花

先新第三紀 基盤岩類

定山渓層群

然別川層

新期安山岩

粘板岩、花崗閃緑岩

流紋岩溶岩、ﾃﾞｲｻｲﾄ質火砕岩、同溶岩、頁岩、砂岩、安山岩溶岩、同質火砕岩

礫岩、砂岩、頁岩、安山岩質火砕岩

層 序 表（NEDO，1987）

貫入岩類

両輝石安山岩

花崗岩類

流紋岩
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ニセコ・雷電火山群付近の地形面の発達状況

（参考）泊発電所と震源域の状況に関する比較検討

再掲(4/9審査会合資料)ニセコ・雷電火山群付近の地形面の発達状況

○敷地近傍には，後期更新世以前の火山噴出物（溶岩流等）や火山麓扇状地（高位，低位等）の変位基準となる地形
面が発達している。

再掲(4/9審査会合資料)

凡 例

火山麓扇状地

雷電山

岩内岳

ワイスホルン

火山噴出物

目国内岳

ニセコ
アンヌプリ

イワオ
ヌプリチセヌプリ

シャクナゲ岳

白樺山

ニト
ヌプリ

地形分類図
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